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■問彦根年金事務所　国民年金課（7０７４９－２３－１１１４）

提出・問合せ先
都市計画課（〒526-0031 長浜市八幡東町632番地　7６５－６５６２　FAX６５―６５４０
Ｅメールtoshikei@city.nagahama.lg.jp）

長浜市立湖北病院正規職員を募集します

昭和52年4月2日以降に生まれ、臨床工学技士法（昭和62
年法律第60号）による臨床工学技士の免許を有する人
（平成25年7月末日までに免許を取得できる見込みの人を
含む。）で、市内または近接地に居住でき、夜間等の緊急
呼び出しに容易に応じられる人

昭和57年4月2日以降に生まれ、診療放射線技師法（昭和
26年法律第226号）による診療放射線技師の免許を有する
人（平成25年7月末日までに免許を取得できる見込みの人
を含む。）で、市内または近接地に居住でき、夜間等の緊
急呼び出しに容易に応じられる人

昭和37年4月2日以降に生まれ、保健師助産師法（昭和23
年法律第203号）による看護師の免許を有する人（平成25
年7月末日までに免許を取得できる見込みの人を含む。）で、
市内または近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに容
易に応じられ、交替勤務ができる人

申込締切
２月７日(木)

試験日
２月16日(土)

随時

臨床工学技士

診療放射線技師

看護師

職　種 採用予定人数 受験資格 申込締切と試験日

１人

１人

若干名

【受験申込書配付・申込窓口】
長浜市立湖北病院事務局管理課内　長浜市職員選考委員会

〒529-0493 長浜市木之本町黒田1221番地

（7８２－３３１５〈代表〉 ８２－６１４３〈直通〉）

受験申込書は現在配布中です。長浜市立湖北病院ホームページからダウンロードすることもできます。

【受験申込書を郵送で請求する場合】
封筒の表に「○○職受験申込書請求」と朱書
きし、返信用封筒（80円切手を貼って、宛先
を明記したもの）を同封して、左記まで送付
してください。

長浜市地域福祉計画を策定しました
少子高齢化、核家族化、生活様式の多様化など社会環境が大きく変化する中、市民・地域・事業

者・市社会福祉協議会・市が協力し合って福祉の課題に取り組む「地域福祉」の考え方がますます
重要になることから、その指針となる「長浜市地域福祉計画」を策定しました。

理念：地域の絆で　ともに育み支えあい　安心して暮らせるまち　長浜

本計画では、地域での共助（支えあい）と、福祉分野での協働（それぞれの役割を理解し、それ
ぞれの立場で協力しあうこと）を推進するため、以下の基本目標を設定しました。今後は本計画に
基づき、福祉ニーズに合わせた仕組みづくりに取り組んでいきます。

計画の内容は市政情報コーナーや市ホームページでご覧いただけます。

基本目標Ⅰ

「地域」を基礎とする支えあいのまち

・地域の絆づくり

・健やかな成長と自立を育む地域づくり

・安心を支えあう地域づくり

基本目標Ⅱ

「ともに育む」仲間づくりのまち

・参加と交流を育む環境づくり

・元気で頼もしい団体づくり

・地域福祉を支える人づくり

基本目標Ⅲ

「協働」による地域福祉のまち

・情報の提供と相談対応の体制づくり
・支援が必要な人の把握から支援の円滑
な流れづくり

・地域福祉推進のための総合的な体制づ
くり

■問社会福祉課（7６５－６５３６）

「都市計画マスタープラン」とは、土地利用や道路・公園などの都市整備の方針を定めるもので
す。市では、現行計画（平成21年３月に策定）に、合併した旧６町域の内容を追加するための改
定作業を進め、昨年10月から11月にかけて、素案の“案”により説明会を実施してきました。
このたび、計画の改定素案がまとまりましたので、広く市民の皆さんの意見を募集します。

【募集期間】1月16日(水)～2月14日(木) 
【閲覧場所】都市計画課（東別館５階）、市政情報コーナー（本館、北部振興局、各支所）

市ホームページ(http://www.city.nagahama.shiga.jp)
【提出方法】任意の様式に住所・氏名・電話番号を明記し、直接持参・郵送・ＦＡＸ・Ｅメールの

いずれかで下記まで

都市計画マスタープラン【改定版】（素案）について意見を募集します

今年成人される皆さん、おめでとうございます。誕生日を迎えたら、「国民
年金」に加入しましょう。
日本国内に住所のある20歳～60歳のすべての人は、国民年金に加入するこ

とが法律で義務付けられており、学生であっても加入しなければなりません。
公的年金制度は、現役世代が高齢世代を支え、今の現役世代が高齢世代に

なったときには次の世代が支えるという「世代と世代の支えあい（相互扶助）」
のしくみで成り立っています。
自分自身の将来のため、国民年金に加入し、保険料を納めてください。

あなたの年金記録 もう一度、確認を。
１月末から「気になる年金記録、再確認キャンペーン」を開始します。
持ち主が確認できていない記録が、いまだ約2,200万件も残っています。ご自身の年金記録に「もれ」

や「誤り」があるのではと心配している人は、お近くの年金事務所等に相談してください。

ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
０５７０－０５８－５５５ （ナビダイヤル）

月～金　９時～20時　　第２土曜日　９時～17時　※祝日（第２土曜日を除く）は利用できません。

国民
年金

20歳がスタート！

東日本大震災発生から１年10か月が経ちまし
た。市では被災地の復旧・復興を支援するため、
被災自治体に職員を派遣しています。
これまでに福島県双葉町（埼玉県内の支所）に

１～３か月交替で１人ずつ、宮城県岩沼市に１人
派遣しており、今月から宮城県気仙沼市に２人、
４月からさらに１人を派遣する予定です。
被災地に派遣された職員は、復興に向けてまち

づくりなどを行う企画課業務などを担当していま
す。また、宮城県気仙沼市に赴任する職員は土木
技術職の一般任期付職員で、防災集団移転等に関
する業務にあたります。

双葉町の住民は、原発事故の影響で全国各地に避難してい
ます。避難先で暮らす住民の中には見えない将来に不安を抱
く人、風評被害に悩む人、ふる里への帰還を切望する人がお
り、それぞれが悩みを抱えています。コミュニティが寸断さ
れ、町に戻ることを諦める人もいます。
人口7,000人のまちでも混乱を極めたのですから、12万

4,000人を擁する長浜市で万が一、同様の災害が発生したら
どうなるだろうと恐ろしくなりました。被害を最小限にとど
めるため、災害時の対応について常日ごろから準備を万全に
しておく決意を新たにしました。

派遣された職員の声

一日も早い復興のために

■問人事課（7６５－６５０２）


